
１．議会日程
　　 定例会は３０日間開催されました。上程された議案は令和５年度予算１４件、令和４年度補正予算６件
　条例１４件、その他１２件の合計４６件の議案を審議しました。

２．令和５年度予算概要
一般会計 ７０８億８０００万円  　対前年度比　　2.0%増
特別会計 （１０会計） １９０億　５５０万円 　 対前年度比　　1.1%増
企業会計 （　３会計） ３３９億８６８８万円 　 対前年度比　　5.5%増

合計 １２３８億７２３８万円  　対前年度比　　2.8%増

  ◎主な事業（★新規事業　　●８０周年事業)

　〇支援消防団活動事業 (出動報酬の支払い対象等を見直し) ２７７万円
　〇再生可能エネルギー活用推進事業 (家庭用温暖化対策設備設置に補助) １８５０万円
　〇合葬式市営墓地整備事業 (合葬式墓地の整備工事実施) ３億　８１９万円
　〇土砂災害防止対策事業 (長沢町他、急傾斜地崩壊対策事業) １億７９００万円

　★重層的支援体制整備事業 (複雑・複合化した支援ﾆｰｽﾞに対応) ４４３７万円
　★予防接種事業 (帯状疱疹ワクチン接種を追加補助） ７億　４７２万円
　★出産・子育て応援交付金事業 (出産・子育て応援ギフトを支給) １億５０３８万円
　★母子保健事業 (不妊治療開始の方へ一部を補助） ９８０万円

　〇豊川公園整備事業 (豊川公園の全体を再整備) ５億７５４２万円
　★道路等維持補修事業 (AIを活用した道路の点検と補修) １８８６万円
　〇無電柱化推進事業 (防災・安全・景観等の向上を図る) １５０２万円

　●桜ヶ丘ミュージアム展示事業 (歴史・美術の企画展８事業実施) ２０３７万円
　●文化ホール公演事業 (音楽や伝統芸能等１３事業実施) １８９９万円
　●スポーツイベント開催事業 (スポーツイベントの開催や支援) ９９７万円
　〇ICT教育支援事業 (支援員が各学校を巡回し支援) ４９８５万円

　●豊川産農産物普及推進事業 (市外出展の豊川産農産物をPR) ８９６万円
　〇奨学金返還支援事業 (登録事業者に就職した方へ支援) １９７万円
　★大型運転免許等取得支援事業 (本市運送事業者の人材確保支援) １６０万円
　★スポーツ・文化活動等合宿支援事業 (スポーツに加え文化活動へも支援) ６５０万円

　〇町内会加入促進事業 (町内会等のICT導入経費等に補助) １７５万円
　★期日前投票所増設事業 (大型商業施設内に開設) ８４７万円
　★本庁舎等整備事業 (本庁舎等の建て替えを図る) １７８０万円
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　　令和５年度予算のポイント！
　豊川市の予算においては、市制施行80周年記念事業のほか、豊川公園再整備や新規工業団地の開発
　保育園の計画的な建て替え等人口増施策に重点配分している。歳入では、根幹をなす市税歳入が6億円
　増(前年度比2.1％増)、地方交付税(前年度比22.2％増)に加え地方消費税交付金(前年度比11.3％増)
　増を見込んでいる。歳出では、第6次総合計画や「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に位置づけた施策へ
　重点的に予算を配分し、マニュフェストの推進を図っている。財源不足を補う財政調整基金は19億円を
　取り崩す。市債残高は令和5年度末時点で388.7億円(前年度比2.1％減)を見込んでいる。

３．令和４年度補正予算

　◎主な追加補正された事業
         ・物価高騰に係る光熱水費(一般会計3月補正分・指定管理除く) ３８４０万円
         ・物価高騰に係る光熱水費(一般会計3月補正分・指定管理分) １億　４５３万円
         ・物価高騰に係る光熱水費(公共駐車場会計) １２６万円
         ・公共施設整備基金積立金 ７億２２３１万円
         ・とよかわ応援基金積立金 １億３２７１万円
         ・子ども・子育て応援基金積立金 ２億１０５０万円
         ・コールセンター業務等委託料(マイナンバーカード・マイナポイント対応) １０５０万円
         ・病院事業会計　歳入(新型コロナウイルス感染症対策事業補助金・空床補償) １０億５９５８万円
         ・病院事業会計　歳入(新型コロナウイルス感染症医療提供事業交付金・発熱外来) １６０５万円
         ・病院事業会計　歳入(愛知県医療機関等光熱費高騰対策支援金) ２００４万円

４．一般質問
  代表・一般質問は１４名が登壇しました。私の主な質疑内容は下記のとおりです。

 ◆豊川市のカーボンニュートラルへの対応
【問い】 今後増えてくるであろう太陽光パネルの廃棄について市の考え方は？
【回答】 環境省の示している「太陽光発電設備のリサイクル等の推進に向けた

ガイドライン」に基づいて周知を図っていく
【問い】 ガイドラインは努力義務でとどまっており条例などの制定が必要では？
【回答】 計画はないが、新城市同様の課題等が発生する可能性はあると思わ

れるので、新城市の取組みを参考に対策を検討をしていきたい。
【問い】 太陽光発電だけでなく時代のニーズに即した施策の展開が必要では？
【回答】 既存の補助メニューに加え、次年度ZEH(ゼッチ)といった住宅建築への支援を行う。
【問い】 今後、さらなる次世代自動車普及するため充電スタンド等のインフラ整備の支援を進める考えは？
【回答】 次世代自動車普及状況等や他自治体の動きをみながら支援策を検討していく。

　コミュニティバスの基幹４路線が、「イオンモール豊川」の敷地内に新設される停留所まで乗り入れます。

　それに伴い、市内で運行するコミュニティバス等の路線とダイヤがプレオープンする３月３０日から変更

　されます。あわせて、周辺道路の渋滞も考慮して、さまざまな対策も講じられます。バスの遅延対策として

　ゴールデンウイークの５月７日まではイオンモール周辺の一部バス停を通過する措置等を取ります。また

　スムーズな降車を促すため、多くの乗降客が予想される主要バス停には誘導職員を配置の予定です。
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